












学 位 の 種 類





























論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論 文 は 、 一 般 に既 に 研 究 し尽 く され て い る と考 え られ る ペ ス タ ロ ッチ ー(Pestalozzi,
JohannHeinrichl746-1827)セ こつ い て は 、実 はr母 の書 』 の成 立 事 情 が 十 分 に知 られ てい ない
点 に着 目 し、 そ の 思 想 的 背 景 を 追求 した もの で あ る。 そ の 際 に 著 者 は ペ ス タ ロ ッチ ー の教 育 思 想
を 、彼 の思 想 発 展 過 程 の 全 体構 造 の 中 に位 置 づ け て考 察 しよ うと して い る。
2.論 文 の構 成 は次 の通 りで あ る。
序 章
第1章 刑 罰 観
1罪 刑 法 定 主 義 とベ ス タ ロ ッチ ー の立 場
A.犯 罪 と刑 罰
B,罪 刑 法 定 主 義 とペ ス タ ロ ッチ ー
Hペ ス タ ロ ッチ ーの 提 案 した 対 犯 罪者 策
A.死 刑 に つ い て のペ ス タ ロ ッチ ーの 見解
B.自 由刑 につ い て のペ ス タ ロ ッチ ーの 見 解






















































F幼 児時代 とr時 代』における歴史哲学
]V満 たされざる幼児時代
A満 たされざる幼児時代の存在
B思 想表現の形式 としての正 ・反の手法
C満 たされざる 「第一期の幼児時代」
D満 たされ ざる 「第二期の幼児時代」















































民衆 陶 冶 に 関 す るペ ス タ ロ ッチ ー の 見解
学 校 教 育 の 実 態
民 衆 陶 冶 と基 礎 陶 冶
基 礎 陶 冶 の 開 始 時 期
「父 心 」 と 「母 心 」
「Vatersinn。Kindersirm」
r隠 者 の夕 暮 れ 』 の国 家 社 会 観
「Varer・Kinder」 関 係 の 自覚 と 「Vatersinn・Kindersinn」 思 想 の展 開
「Vater・Kinder」 国 家 観 と 「Bruder」 国 家 観
「Vater-undMuttersinn」 と 「Vater・undMutterherz」
「Veter-undMuttersinn」 の 回復
「父心 ・母 心 」 の言 及 と諸 著 作
「父 心 ・母 心 」 の語 源
「Muttersinn」 の昂 場 と著 作 活 動
Vatersinnの 直 接 的 昂揚
Muttersinnの 間 接 的;昂揚
「Muttersinn」 の在 り方 と 「母 の書 」 構 想
女 指導 者 と家 庭 教 育
居 間 の 教 育 と労 働
Mutterherzの 研 究 とr母 の書 』 の 構 想
r母 の 書 』 と身 体 の練 習
r母 の書 』 の 内容 構 成
身 体 の 練 習 と 自然 的 遠近 ・自然 的 機 制








「第七章 『父心』と 『母心』」の研究成果(節 名略)
本研究の総合的成果




若い頃の作品rア ギス』(17β5)で ペスタロッチーは、国家全体を荒廃される レオニダスのよ
うな大罪人は死刑に植する、と考え、その彼を 「神のようなアギス」が死刑に処することな く追
放にとどめたために逆に殺 され、彼の崇高な企ても全て水泡に帰してしまった、 と見て世のいわ
ゆる博愛主義者たちの限界を指摘 したのである。この見方はrリ ーソハル トとゲル トルー ト』
(1781、83、85、87)に おいても基本的には変わらないように見えるが仔細に検討 してみると、
そ うではない。 この時にも1ペ スタロッチーは死刑そのものは認めているものの、今度は、悪人
フンメルの生い立ちを探 り、犯罪の個人的社会的環境の分析解明を行い、一見悪人と見える人物
の裏に人間の根元的な善性を認めるようになるのである。ここに、悪は環境から生まれる、とい
う考え方を見ることができ、 また、 この作品での立場は、以後 さらに発展 し、犯罪を起こさせる
社会の改革と、犯罪者の救済が問題にな り、「教育刑」の考えに到るのである。
犯罪者を被害者 と見る立場は、1783年 の 『立法 と嬰児殺 し』でさらに鮮明にもなる。ペスタロ
ッチーは嬰児殺 しをした少女の実例に即 しつつ、同情をもってそのような少女達の内面に迫 り、
実は彼女達が加害者ではなく被害者であったことを示そ うとする。嬰児殺 しは罪を犯 した青年と
少女の過失と罪悪の結果 とい ういうようりは=二人の人間の弱さの結果であ り、少女達の絶望の結




に妊娠 した少女達が恥ずかしさを感 じることはむ しろ自然なのであ り、彼女達を絶望的な嬰児殺
しに到らしめる外的な原因こそ改められねぽならないのである。未婚の女性は妊娠すべきではな





この考え方はほぼ同 じ頃に書かれた 『スイス週報』での死刑無用論でさらにはっきりす る。囚
人を冷酷に扱 うよりは更正 させることが重要なのである。・この死刑無用論は 『リーソハル トとゲ
ル トルー ト(第4部)』(1787)で 死刑廃止論にまで発展する。
罪を犯 した者を人間として扱え、という見解はさらに 「自由刑」の考え方や、著者の言 う 「保
























に関して思索 し、実践 したのであ り、その膨大な著者の中には激動の時代に対する彼の思想が良
く示されているが、ペスタロッチーはフランス革命をどのように理解 していたのだろ うか。
革命以前1780年 代の彼の国家観は 『隠者の夕暮れ』(1780)に 典型的に見 られ、そこでは現存
の階級社会が肯定されている。君主は神の象徴であり、君主に対す る反逆は神に対する反逆なの
である。この時代のペスタロッチーは 「社会革命」を志向 してはいたが、それは君主に道徳的な
慈悲 と人間性を要求する、いわば、消極的なものであった。1782年 頃の 『スイス週報』の論文で
は強者に対する弱老の隷属、弱老に対する強者の保護を国家社会の起源 とする考え方が強 く見ら



















であるpし か し、人間はこの状態だけに留まるのではない。、自己を否定 して、自己の道徳的な在
り方を欲する力が彼の中にあるのであ「り、神を畏れ、「死の飛躍」を行 うことによって個人的な
存在が出現する道徳的状態も現れるのである。



















便 り』辺 りからで、若い時には 「直観」(ANSCHAUUNG)と い う語は用いなっかたが、人間
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の教育において 「観るSCHAUEN」 こと、実例を、言葉ではなく、事実として 「見る」こと、





直観へ、さらに明瞭なものへ、明晰なものへと 「術」 としての教育の力によって発展 しなければ
ならないにである。




となるべ き 『メトーデ』の執筆に全力を注 ぐのである。『メトーデ』は基本的に母親の使命に向
かって母親を教育することを目指 した書物である。
第七章は本論文の中心で 「父心」 と 「母心」と題されている。ペスタロッチーはあらゆる教育






ものの父心 と市民の子心の関係を調和 させることが社会の混乱を解決する鍵 となるのである。
ところで、ペスタロッチーは前半生では 「父心」を高揚 させる目的で、母心を回復 した母親や
女指導者を描いているが、後半生では直接的に 「母心」の回復 と高揚を主張するようになる。そ
うして、幼児期の教育を家庭で行 う母親のための 「直観」を基礎 とした幼児教育の書r母 の書』
(BuchfuerMuetter)が 構想されるようになるのである。その構想の一部が1803年 に出版され
る『母の書 ・あるいは母が子供に見た り聞いた り話を した りすることを教えるための手引き一部』
であった。但 し、この書で扱われているのは、副題が示す通 りの内容ではな く、子供に人間の身
体について教えること、が中心とならている。そ うして 「自然的遠近」の考え方に基づき、いく




論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文はペスタロッチーの於ける 『母の書』構想に到る思想発展に関する研究であ り、教育思想
家、実践家 としてのペスタロッ≠一の生涯を追いつつ、その軌道の中でr母 の書』を位置づけよう
とした意図はほぼ達成 されたと言える。 しか しながら、不十分な点があることも否定できない。第
一に、論文表現の 「思想的背景」の意味がはっきりしない。著者は確かに丹念に膨大なペスタロッ
チーの作品に当た り、r母の書』に到る、彼を取 り巻 く個人的、歴史的、社会的状況を描いている。






してペスタロッチーの生涯に即 した思想の深化の軌跡が綿密に紹介されいることだけを強 く感 じ
る。論文を書 く意図をもっと丁寧に述べる可きであった。
第三に著者の予めの断わ りにも関わらず、何故かな りの分量を割いて第一章に於ける 「罪刑法定
主義」に関する法学上の議論をしなければならないのか、それをどのようにr母 の書』を問題にす












化 し、どのように 『母の書』に受け継がれたか、 といった議論を十分に行 う可きであった。
第七に、著者は先行研究を参照 してはいるが、十分であるとは言い難い。











って 『母の書』の成立過程を示 した点で、全体として成功 してお り、1ペスタロッチー理解の基礎的
な資料を提供する試みであ ワ、博士(教 育学)の 学位を授与するに適当であると認定させる。
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